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昨
年
12
月
議
会
で
、
中
村
（
市
議
）
が
一
般
質
問
し
た
、
①
子
ど
も
の
貧
困
対

策
、
②
住
宅
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
、
③
高
槻
市
の
公
共
施
設
の
維
持
管
理
に
つ
い
て
、

要
旨
を
掲
載
し
ま
す
。

ど
の
子
も
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
仕
組
み
を

　
　
　
　
　
　
　︵
子
ど
も
の
貧
困
対
策
︶

（
二
面
に
つ
づ
く
）

今年こそ、平和と暮らしの
安定を築く年にしましょう
今年こそ、平和と暮らしの
安定を築く年にしましょう

　

子
ど
も
の
貧
困
率
が
増

え
始
め
た
の
は
１
９
９
８

年
前
後
で
す
。
１
９
９
６

年
に
労
働
法
制
が
改
悪
さ

れ
、
派
遣
労
働
を
拡
大
、

そ
の
後
、
原
則
自
由
化
し

非
正
規
労
働
者
を
急
激
に

増
や
し
ま
し
た
。

　

大
阪
府
の
非
正
規
雇
用

労
働
者
の
率
は
41
・３
％
、

全
国
で
４
番
目
に
高
く
、

ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
率
は

14
・
２
％
、
全
国
２
番
目

で
す
。
そ
れ
と
関
連
し
大

阪
の
子
ど
も
の
貧
困
率
は

21
・
８
％
、
全
国
２
番
目

に
高
い
状
況
で
す
。

　

「
大
阪
府
こ
ど
も
の
生

活
に
関
す
る
実
態
調
査
」

の
単
純
集
計
の
結
果
を
大

子
ど
も
の
貧
困
の

　
　
　

実
態
調
査

子
ど
も
の
貧
困
を

見
逃
さ
な
い

仕
組
み
づ
く
り

子
ど
も
の
居
場
所

づ
く
り
、

学
習
支
援
に
つ
い
て

阪
府
が
公
表
し
ま
し
た
。

　

調
査
は
小
学
５
年
生
、

中
学
２
年
生
と
そ
の
保
護

者
、
８
０
０
０
世
帯
を
対

象
に
実
施
。
調
査
で
目

立
っ
た
の
は
貧
困
の
拡
大

の
実
態
で
す
。
昨
年
１
年

間
の
状
況
で
「
家
計
が
赤

字
」
と
答
え
た
の
は
、
４

世
帯
に
１
世
帯
。「
貯
蓄

が
で
き
て
い
な
い
」
世
帯

は
35
・
４
％
。
ま
た
、
約

３
％
は
「
経
済
的
な
理
由

で
、
子
ど
も
に
医
療
機
関

を
受
診
さ
せ
ら
れ
な
か
っ

た
」
と
答
え
て
い
ま
す
。

　

大
阪
府
の
調
査
結
果
、

今
後
の
対
応
に
つ
い
て
お

答
え
く
だ
さ
い
。

市
の
答
弁  

　

大
阪
府
が
ク
ロ
ス
集
計

を
行
っ
た
後
、
庁
内
の
対

策
会
議
で
、
適
切
な
対
応

に
つ
な
げ
る
。

　

ひ
と
り
親
家
庭
な
ど
を

中
心
に
、
家
庭
の
困
難
さ

は
子
ど
も
の
歯
に
も
影
響

を
与
え
て
い
る
と
指
摘
さ

れ
て
い
ま
す
。
保
護
者
が

仕
事
で
忙
し
く
子
ど
も

に
、
関
わ
れ
な
い
状
況
な

ど
あ
り
ま
す
。
子
ど
も
の

着
て
い
る
服
が
季
節
に

合
っ
て
い
る
の
か
、
子
ど

も
が
発
信
す
る
い
ろ
ん
な

事
象
に
気
づ
く
こ
と
が
大

事
で
す
。

　

学
校
や
就
学
前
の
児
童

施
設
で
の
、
子
ど
も
の
貧

困
を
見
の
が
さ
な
い
仕
組

み
づ
く
り
に
つ
い
て
。
ま

た
、
子
ど
も
の
体
格
や
視

力
、
虫
歯
の
状
況
か
ら
見

え
て
く
る
貧
困
に
つ
い

て
、
ど
う
い
う
状
況
な
の

か
。

市
の
答
弁

  

子
ど
も
の
体
格
や
虫

歯
、
健
康
上
の
問
題
も
貧

困
と
の
関
連
が
指
摘
さ
れ

て
い
る
。
必
要
な
支
援
に

つ
な
げ
る
。

　

地
域
で
困
難
を
抱
え
る

子
ど
も
を
、
ど
の
よ
う
に

見
つ
け
、
地
域
で
支
え
る

の
か
、
子
ど
も
が
立
ち
寄

り
や
す
く
、
お
と
な
が
、

そ
っ
と
子
ど
も
た
ち
を
見

守
る
こ
と
が
で
き
る
居
場

所
が
全
国
で
つ
く
ら
れ
始

め
て
い
ま
す
。

　

地
域
で
自
主
的
に
つ
く

ら
れ
て
い
る
も
の
、
Ｎ
Ｐ

Ｏ
で
実
施
し
て
い
る
も

の
、
行
政
が
か
か
わ
っ
て

い
る
も
の
な
ど
、
形
態
は

さ
ま
ざ
ま
で
す
。
学
習
支

援
な
ど
は
ど
こ
で
実
施
す

る
の
が
一
番
効
果
的
な
の

か
、
検
討
し
支
援
を
す
る

こ
と
は
必
要
で
す
。
高
槻

市
で
の
必
要
性
に
つ
い
て

の
認
識
を
お
聞
き
し
ま

す
。

市
の
答
弁

  

学
習
習
慣
に
つ
い
て

は
、
家
庭
、
地
域
、
Ｎ
Ｐ

Ｏ
等
と
の
連
携
や
協
働
に

よ
る
取
り
組
み
が
必
要
と

認
識
し
て
い
る
。

子
ど
も
、
ひ
と
り
親

家
庭
へ
の
医
療
費
助

成
拡
充
を

　

大
阪
府
の
市
町
村
へ
の

補
助
は
、
全
国
で
比
較
し

て
も
少
な
い
で
す
。
大
阪

府
に
補
助
金
の
増
額
を
、

要
望
す
る
考
え
は
な
い
の

か
。
お
答
え
く
だ
さ
い
。

子
ど
も
医
療
費
助
成
の
効

果
に
つ
い
て
お
聞
き
し
ま

す
。

市
の
答
弁

  

大
阪
府
に
は
市
長
会
を
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ホッ
トコーナー

中
村
れ
い
子

57

高
齢
者
へ
の
制
度
が
縮
小
さ
れ
る

　

12
月
議
会
に
高
齢
者

施
策
の
廃
止
や
削
減
が

報
告
さ
れ
ま
し
た
。
市

バ
ス
敬
老
パ
ス
の
Ｉ
Ｃ

カ
ー
ド
化
に
伴
い
、
全

員
に
郵
送
か
ら
申
請
す

る
制
度
に
変
更
。
申
請

で
き
な
い
人
な
ど
出
て

く
る
可
能
性
も
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
一
人
暮
ら

し
の
高
齢
者
家
賃
助
成

の
打
ち
切
り
、
街
か
ど

デ
ィ
ハ
ウ
ス
の
「
居
場

所
づ
く
り
」
へ
の
補
助

を
な
く
し
「
介
護
予
防
」

に
移
行
す
る
な
ど
制
度

の
変
更
も
提
案
さ
れ
て

い
ま
す
。
今
後
高
齢
者

高
齢
者
、
若
者
の

住
宅
確
保
を
！

　

高
槻
市
は
２
０
０
３
年

に
住
宅
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

を
策
定
し
、
国
の
動
き
を

受
け
２
０
１
１
年 

か
ら

10
年
間
の
計
画
を
新
た
に

策
定
し
ま
し
た
。

　

国
の
計
画
は
「
住
宅
困

窮
者
が
多
様
化
す
る
な
か

で
、
住
生
活
の
分
野
に
お

い
て
憲
法
25
条
の
趣
旨
が

具
体
化
さ
れ
る
よ
う
、
住

宅
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
の

確
保
を
図
っ
て
い
く
い
く

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い

る
」
と
し
て
い
ま
す
。

高
槻
市
住
宅
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

　
　
　
　
府
営
・
市
営
住
宅
の
増
設
を

高
槻
市
公
共
施
設
の
維
持
・
管
理
、
建
て
替
え

　

特
に
、
住
宅
確
保
要
配

慮
者
の
項
目
で
は
、「
高

齢
者
、
障
害
者
、
ひ
と
り

親
家
庭
、
Ｄ
Ｖ
被
害
者
、

新
婚
世
帯
な
ど
の
な
か
に

は
、
収
入
が
低
く
適
切
な

水
準
を
確
保
し
た
住
宅

に
、
居
住
す
る
こ
と
が
困

難
な
世
帯
も
多
い
と
推
測

さ
れ
る
」
と
し
、
公
営
住

宅
の
活
用
は
じ
め
、
住
宅

市
場
と
の
連
携
に
よ
り
居

住
の
安
定
を
図
る
と
し
て

い
ま
す
。

  

市
営
住
宅
の
倍
率
は
59

　

高
槻
市
は
人
口
が
急
増

し
、
学
校
施
設
な
ど
建
設

し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
時

代
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ

以
外
に
も
、
必
要
性
の
低

い
公
共
事
業
、
大
型
開
発

を
伴
う
公
共
施
設
が
造
ら

れ
て
き
た
経
過
も
あ
り
ま

す
。

  

計
画
で
は
40
年
間
で
、

４
７
０
０
億
円
か
か
る
の

で
、
過
去
の
実
績
と
比
較

し
て
も
、
市
が
保
有
す
る

全
て
の
施
設
に
つ
い
て
、

更
新
す
る
こ
と
は
困
難
と

想
定
し
て
い
ま
す
。

　

公
共
施
設
の
改
修
や

倍
、
府
営
住
宅
は
高
槻
市

で
も
倍
率
が
高
い
住
宅
は

43
・
５
倍
。
こ
れ
で
は
住

宅
に
困
っ
て
い
る
人
が
公

営
住
宅
に
入
れ
ま
せ
ん
。

　

深
沢
の
府
営
住
宅
が
建

て
替
え
で
、
で
き
た
空
き

地
に
、
府
営
住
宅
を
建
設

す
る
こ
と
を
府
に
要
望
す

る
べ
き
で
す
。

新
築
す
る
費
用
の
普
通

建
設
費
が
、
一
番
多

か
っ
た
の
は
１
９
９
２

年
の
３
１
６
億
円
で
す
。

１
９
７
０
年
か
ら
の
40
年

間
で
、
普
通
建
設
費
は

５
８
９
１
億
円
に
な
り
ま

す
。
公
共
施
設
の
建
て
替

え
に
か
か
る
市
の
負
担
は

い
く
ら
に
な
る
の
で
す

か
。
市
の
公
共
施
設
で
、

利
用
し
て
い
な
い
施
設
は

あ
る
の
で
す
か
。

市
の
答
弁

　

公
共
施
設
の
管
理
計
画

で
は
費
用
の
総
額
を
示
し

た
も
の
で
、
一
般
財
源
の

負
担
は
試
算
し
て
い
な

い
。
現
在
使
用
し
て
い
な

い
施
設
は
な
い
。

再
質
問

　

４
７
０
０
億
円
は
全
て

一
般
財
源
で
負
担
す
る
の

で
は
な
く
、
国
や
大
阪
府

か
ら
の
補
助
金
、
利
用
料

の
収
入
で
も
負
担
し
ま

す
。
水
道
管
（
８
０
０
億

円
）
や
公
共
下
水
道
管

（
１
１
０
０
億
円
）
は
利

用
料
金
で
負
担
し
ま
す
。

40
年
間
で
は
、
一
定
額
の

普
通
建
設
費
は
必
要
に
な

り
ま
す
。
市
が
ど
こ
ま
で

負
担
で
き
る
の
か
、
収
入

や
他
の
支
出
と
の
関
係

で
、
考
え
な
け
れ
ば
い
け

な
い
こ
と
で
す
。

　

市
民
が
、
身
近
に
必
要

と
す
る
保
育
所
や
学
校
、

公
民
館
な
ど
の
施
設
は
残

す
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。

必
要
性
の
低
い
、
無
駄
と

い
わ
れ
た
公
共
施
設
の
見

直
し
を
す
る
べ
き
で
す
。

通
じ
て
、
制
度
拡
大
も
含

め
て
要
望
し
て
い
る
。
市

の
医
療
費
助
成
は
子
育
て

世
代
の
経
済
的
負
担
軽
減

に
寄
与
し
て
い
る
。

福
祉
分
科
会
で
審
議
さ

れ
、
来
年
度
当
初
予
算

に
組
み

込
ま
れ

ま
す
。




